










































ので，コースごとに基礎教育科目を 30 時間以上，実務教育科目を 30 時間以上，

































































として役に立てる可能性にも気づきました」［群馬大学・群馬県 2013b］と O さ
んは話している。
　現場における専門職のありようという観点から、前述した N さんの事例も紹











　O さんと N さんへのインタビューから、多文化共生推進士がそれぞれの業務
において外国人住民との新たな関わり方を模索することや、多文化共生を推進す
ることを通じて地域の活性化に向けて新たな展望を見いだしていこうとする姿が




















































































































































































 １ 「国立大学法人群馬大学『多文化共生推進士』―養成ユニット―」ウェブサイト 「実施内容」参照。 
http://jst-tabunka.edu.gunma-u.ac.jp/?page_id=21（2015年６月アクセス）
 ２ 本稿におけるインタビューはすべて2015年１月14日に前橋市内で実施した。








 ７ 「国立大学法人群馬大学『多文化共生推進士』―養成ユニット―」ウェブサイト 「履修生の声」参照。 
http://jst-tabunka.edu.gunma-u.ac.jp/?page_id=515（2015年６月アクセス）
 ８ ただし杉澤［2011］は、実践者同士が組織を超えて集う場を「『省察の場』や『実践コミュニティ』
として機能させるためには、それなりの理論と技能を有するコーディネーターの存在が不可欠」と
指摘している。
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